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受講のてびき
• 本資料は作成者の解釈が含まれます, 答えのない議論があります 

• 前半で1テーマの紹介, 後半でテーマを深める議論を行います 

• 前期と後期がリンクしています. 予習復習の参考にしてください
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前期 A05 
◯◯のメディア論

後期 A19 
◯◯のメディア実装論



本日のテーマ

‣ アウトプットを時系列方向に活かす
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前期概要

‣ 表現されたもの・アウトプットは存外に残らない（自省もこめて） 

‣ 意識して残すことが重要 

‣ そのため, CreAppでは記録を残す課題をするようにした
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ノート・メッセージング・コミュニティ
‣ ノート 

‣ 自分の思考をクリアにする 

‣ メッセージング 
‣ 相手のことを知る 

‣ 相手のことを踏まえて, 自分のことを伝わりやすくする工夫 

‣ コミュニティ 
‣ 複数の交流から醸成されるつながりやすい場 

‣ 外部への表現を前提とした, 自分を伝える方法の試行錯誤
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維持の課題
‣ 出力した情報は, 時間が経過することで性質が変化する 

‣ ちゃんと管理しなければ維持は難しい
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記録場所
紛失・摩耗

記録内容

アクセスの困難さ

価値の減少

理解のしづらさ

書籍が無くなる, 場所が無くなる,…

経路の喪失, 忘れる, 媒体が読めない, …

時事への偏り, 時代要求の変化, … 

難読な文脈, 認知負荷の高い出力, …



アーカイブ
‣ 出力・表現したものを長く維持することを考える 

‣ 変化を前提とした定期的なリフレッシュが重要
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記録場所
紛失・摩耗

記録内容

アクセスの困難さ

価値の減少

理解のしづらさ

記録場所の記録・バックアップ

異なる手段で記録の並列化

揮発しにくい出力の検討

情報デザインの検討



まとめ

‣ 個人や他者の思考は, 場で多くの表現を出力している 

‣ しかし時間経過で多くの出力が失われる 

‣ アーカイブ 

‣ 時間経過の変化を織り込んだ出力と管理を検討する 

‣ 出力を適宜アップデートすることは維持においても有効
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本日の議論・考察一助

a. アウトプットが失われるタイミングはどのような時だろうか 

b. アーカイブが失われた場合を想像してみる. どのような影響があるか 

c. 具体的にどのようにアーカイブを残すかの議論
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次回予定

知覚とメディア実装1 
「アクセシビリティ」多様な感覚へのアクセス 
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